
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

和歌山県岩出市は根来寺や和歌山県植物公園緑花センターなどを有し、また近年では道

の駅ねごろ歴史の丘を中心に観光振興に力を入れている。しかし、観光客の市内での滞在時

間が短いこと等が課題となっている。岩出市 LIP では 2019 年度から岩出市産業振興課、ね

ごろ歴史の丘管理協会と連携し、岩出市の抱える課題に取り組んでいる。2019 年度は道の

駅での利用者調査、スタンプラリーの開発を行った。2020 年度は道の駅での調査を継続し

ながら、道の駅の更なる知名度の向上、利用者の増加を目指し活動を行うこととなった。 

 

2．活動の内容 

新型コロナウィルス感染症拡大のため、2020 年度前半は主に道の駅に関する文献調査、

事例研究を行い、その後インスタグラムのハッシュタグを用いた分析を実施した。ハッシュ

タグ「#道の駅ねごろ歴史の丘」が含まれるインスタグラムの投稿計 130 件の分析を実施し、

道の駅利用者の特徴の分析を試みた。2020 年 11 月 28 日及び 29 日には、道の駅にて利用

者調査を実施した。感染防止のため、対面での調査は避け、駐車場にてナンバープレート調

査を実施した。調査結果は LIP 関係者との会議の際に報告し、調査から明らかになった課

題や今後の活動について意見交換を実施した。 

 

3．活動を通じて 

今年度は新型コロナウィルス感染症拡大のため、現地での活動機会が少なくなってしま

ったが、文献調査やオンラインでの活動など、来年度の活動に向けて様々なデータの収集・

蓄積をすることが出来た。またこのような状況下においても、参加学生は地域の方々と連携

しながら地域の課題を学ぶという貴重な経験を得ることが出来た。 

【地域の基礎データ】 

人 口：54,031 人（令和３年 1 月末現在） 

高齢化率：22.9％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：７名（１回生：５名、２回生：２名） 

活 動 期 間：平成 30 年 5 月～ 

担 当 教 員：永井隼人 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


